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ー
、
機
構
及
び
職
員
の
配
置
状
況

当
課
の
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

三
十

一
日
現
在
に
お
け
る
組
織
及

び
職
員
の
配
置
状
況
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

…
大
村
市
監
査
公
表

第

1
号

…

地
方
自
治
法
第
一
九
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
期
監
査
を
執
行

し
た
の
で
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
報

告
す
る
。日召

手口
五
十
七
年
大三
村月
市二
同監十
査日
委
員

山 渡

田辺

手口

夫栄

監
査
の
対
象

昭
和
五
十
六
年
度
(
四
月

一
日
l
十
二
月
三
十

一
日
)
の

市
民
部
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
。

監
査
の
期
間

昭
和
五
十
七
年
二
月
九
日
か
ら
三
月
十
二
日
ま
で

監
査
の
要
領

監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
財
務
に
関
す
る
事
務
が
法
令
等
に

準
拠
し
か
っ
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
、
王
眼
と
し
、
あ
ら
か
じ
め

監
査
資
料
の
提
出
を
求
め
る
と
と
も
に
関
係
職
員
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、

諸
帳
薄
類
の
審
査
及
び
現
況
調
査
に
よ
り
実
施
し
た
。

監
査
の
結
果

監
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
さ
れ
、
す
み
や
か
に
是
正
さ

れ
ん
こ
と
を
要
望
す
る
。

:市 ;

:民;

:課 :

機構及び職員の配置状況

(昭和56年12月31日現在)

区分 事務史員 事務員 言十

課長 1人 0人 l人

記録係 10 1 11 

窓口係 6 4 10 

計 17 5 22 

2
、
予
算
執
行
状
況

予
算
執
行
状
況
を
関
係
書
類
に

よ
り
検
査
し
た
結
果
、

そ
の
処
理

は
適
正
で
あ
り
、
計
数
も
誤
り
な

く
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
当
年
度
は
伝
票
会
計
移

行
内
初
年
度
に
当
る
が
、
当
初
あ

る
程
度
予
想
さ
れ
て
い
た
困
惑
も

生
ず
る
こ
と
な
く
円
滑
に
移
行
し
、

伝
票
会
計
の
所
期
の
目
的
に
沿
っ

た
事
務
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

伝
票
の
節
月
計
の
記
載
に
つ
い
て

は
主
管
課
と
会
計
課
そ
れ
ぞ
れ
記

載
し
て
い
る
が
、
更
に
正
確
を
期

す
る
た
め
年
度
末
の
み
な
ら
ず
年

度
中
途
に
お
い
て
も
突
合
す
る
の

が
望
ま
し
い
の
で
検
討
さ
れ
た
い
。

(
本
項
各
課
共
通
)

3
、
物
品
管
理
に
つ
い
て

物
品
管
理
の
状
況
は
概
ね
良
好

と
認
め
ら
れ
た
が
、
備
品
台
帳
に

つ
い
て
は
使
用
責
任
者
の
交
替
等

に
よ
る
記
帳
整
理
に
遺
漏
が
見
受

け
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
新
規
購
入

分
に
つ
い
て
未
記
帳
が
あ
っ
た
の

で
確
実
な
整
理
を
さ
れ
る
よ
う
留

意
さ
れ
た
い
。

4
、
諸
届
及
び
一
般
事
務
処
理

状
況
本
年
度
中
に
お
け
る
諸
届
及
び

一
般
事
務
処
理
の
状
況
は
戸
籍
関

係
三
、

O
七
二
件
、
住
民
基
本
台

帳
関
係
三
玉
、
三
四
七
件
、
そ
の

他
八
八
、
八
三
二
件
と
な
っ
て
お

り

内
訳
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

戸籍関係 住民基本台帳関係 そ グ〉 他 メロ入 三ロ日1ト

区 分 {牛 数 区 分 {牛 数 区 分 f牛 数

出 生 l，129f牛 転 入 2，110件 諸証明 25，538件

三札刃、 知 15 転 出 1，808 印鑑登録 3，488 

養子縁組 63 転 居 1，529 印鑑証明 33，660 

養子離縁 24 変 更 675 身回π照会答 771 

婚 姻 669 出 生 779 保国民健康険 5，017 

離 婚 142 死 亡 351 国民年金 3，138 

法7775条例 48 その他 596 
日展健康

10，396 条の2 保険

親権、後見 7 
7 スター

27，499 外国人登録 511 カド

死亡、失綜 403 その他 4，132 

復関氏係、終姻了族 3 調人口動査態 1，652 

入 籍 160 埋火葬許可 529 

分 籍 6 

帰国 it 11 籍喪失

氏名変更 3 

転籍、就籍 333 

訂正、更生 47 

その 他

不受理申出 8 

計 3，072 計 35，347 計 88，832 127，251 

昭和55年度 4，225 40，561 130，238 175，024 

(昭和56年 4月-12月)



(2) 

5
、
各
種
証
明
発
行
友
び
手
数
料

収
納
状
況

'
り
本
年
度
中
に
お
け
る
各
種
証
明

、
，
発
行
件
数
は
一

O
二
、
六
五
八
件

4
4

(う
ち
、
有
料
九
六
、

四

O
四
件
、

ミ
υ
無
料
六
、

二
五
四
件
)
、
調
定
額

・
4

一
一、

O
六
三
、
三
六

O
円
で
金

お

額

収

入

済

で

あ

る
。
申
請
書
お
よ

び
日
計
表
を
検
査
し
た
結
果
、
計

数
は
誤
り
な
く
正
確
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
。
な
お
、
レ
シ
ー
ト
じ

誤
っ
て
打
ち
込
ん
だ
場
合
の
金
額

訂
正
に
つ
い
て
は
取
扱
者
の
み
の

市政だより

処
理
に
終
る
こ
と
な
く
、
出
納
員

立
ム
口
の
上
確
認
訂
正
す
る
よ
う
な

さ
れ
た
い
。

6
、
前
渡
金
に
つ
い
て

助
産
費
、
葬
祭
費
の
支
給
は
毎

月
資
金
前
渡
職
員
が
資
金
受
領
し
、

必
要
の
都
度
支
給
し
て
月
末
に
精

算
し
て
い
る
が
、
払
出
し
記
帳
は

支
給
の
都
度
記
録
す
右
と
と
も
に
、

払
出
し
の
あ
っ
た
日
に
は
必
ず
前

渡
金
残
額
と
の
確
認
照
合
を
な
さ

オ
た
し

件 数
種 類 金 害貢

有 料 無 料

戸籍証明 11，312件 1，010f牛 2，392，000円

住民登録証明 29，466 1，123 2，817，630 

印鑑証明 33，511 149 3，227，650 

転出証明 1，548 100 167，160 

臨時運行許可 1，047 O 418，800 

税務関係証明 16，761 1，077 1，567，170 

その他諸証明 2，210 2，795 215，350 

百十 95，855 6，254 10，805，760 

火葬場使用料 549 O 257，600 

メD入 計 96，404 6，254 11 ，063，360 

(昭和56年 4月-12月)

昭和57年 6月15日

各種証明発行及び手数料収納状況

;保:
:険:
:年:
:金:
:課;

ー
、
機
構
及
び
職
員
の
配
置
状
況

当
課
の
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

三
十

一
日
現
在
に
お
け
る
組
織
及

び
職
員
の
配
置
状
況
は
次
の
と
お

リ
で
あ
る
。

2
、
予
算
執
行
状
況

予
算
執
行
状
況
を
関
係
書
類
に

よ
り
検
査
し
た
結
果
、
そ
の
処
理

は
適
正
で
あ
り
、
計
数
も
誤
り
な

く
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

機構及び職員の配置状況

(昭和56年12月31日現在)

区分 事務史員 事務員 計

課長 1人 0人 l人

保険係 5 O 5 

年金係 5 O 5 

計 11 O 11 

3
、
物
品
管
理
に
つ
い
て

物
品
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
概

ね
良
好
と
認
め
ら
れ
た
が
備
品
台

帳
に
つ
い
て
は
使
用
責
任
者
の
交

替
等
に
よ
る
記
帳
整
理
に
遺
漏
い
か

見
受
け
ら
れ
た
の
で
確
実
な
整
理

を
さ
れ
る
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。

区 分 昭和56年度 昭和55年度

世 帯 数(刈 19，252人 18，951人

人 口(B) 66，479人 65，777人

被保険者世帯数 (C) 8，926世帯 8，768世帯

被保険者数 (D) 24，555人 24，426人

加入率(対世帯数)((AC) ) 46.36% 46.27% 

加入率(対人口) ((AD) ) 36.94% 37.13% 

被保険者の状況

4
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
数

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
数
及

び
加
入
率
の
状
況
は
次
表
の
と
お

リ
で
あ
る
。
被
保
険
者
数
は
人
口

増
に
伴
い
例
年
若
干
ず
つ
増
加
し

て
い
る
が
加
入
率
は
ほ
ぼ
同
率
と

な
っ
て
い
る
。

(昭和田年 4月-12月まで)

区 分 調定額 収入済額 不納欠損額

現年度 844，043，830 円 511，373，655 円 O 円 332，670，175 円

滞納繰越 132，034，061 21，690，712 O 110，343，349 

言十 976，077，891 533，064，367 O 443，013，524 

(注)昭和56年度は 4月-12月までの平均

保険税の状況

5
、
保
険
税
の
状
況

保
険
税
の
状
況
は
次
表
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
収
入
率
に
つ
い
て

は
、
年
度
中
途
で
も
あ
り
未
だ
成

果
が
上
つ
て
な
い
が
、
今
後
の
収

入
率
の
向
上
に
よ
る
滞
納
繰
越
の

解
消
に
更
に
努
力
さ
れ
た
い
。

区 分 過誤納金 収入率
1世帯当り 1人当り 1人当り
調定額 調定額 収入済額

円
6059 % 

円 円 円
現年度 1，335，920 94，560 34，374 20，826 

滞納繰越 253，290 16.43 

言十 1 ， 589 ， 2~0 54.61 

ー



川

6
、
保
険
給
付
の
状
況

:
l
 

日
川
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
助
産

打
川
費
、
葬
祭
費
に
つ
い
て
は
支
給
申

i

l

 

6-
…
酬
請
書
、
療
養
機
聞
の
証
明
書
、
診

年
州
療
報
酬
請
求
明
細
書
、
領
収
書
等

j

l

 

t
川
に

つ
い
て
検
査
し
た
結
果
適
正
に

円
H
H

山川町

エ
↑
川

刀
口
川

円
H

H

H

H川

で
川

ま

川

月

川

2

川

月

H

H

A

佐

川

年

H
H
F
h
v
 

H
H
F
h
d
 

川

和

川

刀

口

処
理
さ
れ
て
い
た

い
る
。
被
保
険
者
の
状
況
は
次
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

7
、
国
民
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
制
度
の
周
知
徹
底
と

該
当
者
へ
の
加
入
促
進
を
図
リ
無

年
金
者
解
消
の
努
力
が
な
さ
れ
て

り

種 別 件 数 費 用 客員 保険者負担分

療養諸費

療養の給付 130，1171牛 2，368，755，808円 1，655，358，073円

療 養 費 2，059 19，255，895 13，464，084 

計 132，176 2，388，011，703 1，668，822，157 

高 害責 療 養 費 3，992 1 ，086，359，610 170，021，141 

助 産 費 203 一一一一- 16，240，000 

葬 生小旦 費 165 一一一一一- 3，300，000 

被保険者 l人当リ

ど----こ/二/ 
97，319 

-----------療養諸費費用額

被保険者 I人当り

---------
68，010 

療養諸費保険者負担額

おおむ市政だより

保険給付の状況

(3) 

8
、
国
民
年
金
及
び
福
祉
年
金
受

給
者
の
状
況

国
民
年
金
及
び
福
祉
年
金
受
給

被保険者の状況

隠そ資格取得 転入 転出 資格喪失
被保険者数 免除者数

強制任意計 申請 法定 言十

4 93 34 46 88 10，796 4，318 15，114 l 578 579 

5 123 74 67 248 10，715 4，281 14，996 1 577 578 

6 195 113 92 109 10，807 4，296 15，103 200 601 801 

7 136 63 58 126 10，827 4，291 15，118 433 609 1，042 

8 144 63 34 139 10.854 4，298 15，152 878 606 1.484 

9 118 49 49 127 10，828 4，315 15，143 1，224 605 1，829 

10 109 51 34 146 10，809 4，314 15，123 1，519 605 2，124 

11 103 49 44 120 10，799 4，312 15，111 1，692 614 2，306 

12 141 51 43 133 10，833 4，294 15，127 2，824 615 3，4391 

者
は
次
表
の
'
と
お
り
で
あ
る
。

9
、
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
に

つ
い
て

国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
は
五

O
、

0
0
0
、

0
0
0
円
の
原
資

(昭和56年 4月一12月まで )

拠出制国民年金 福 祉 年 金

区 分 56年度中新規請求者 計 区 分 56年度中新規請求者 計

老令年金 279}¥ 3，487人 老令福祉年金 24 2，147 

障害年金 14 172 障害福祉年金 15 617 

母子年金 5 72 

遺児年金 O 6 

募婦年金 4 22 

E十 302 3，759 39 2，764 

死亡一時金 18 

と
延
納
特
約
額
五
二
、

0
0
0
、

0
0
0
円
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て

い
る
。
納
入
通
知
書
に
よ
リ
収
納

さ
れ
た
保
険
料
相
当
額
の
印
紙
を

検
証
台
帳
に
貼
付
し
、
所
定
欄
に

認
印
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
処
理
は
適
正
で
あ
り
尚
又
、

印
紙
の
購
入
受
払
状
況
も
適
正
で

あ
る
ご
と
を
認
め
た
。

(昭和56年 4月-12月まで)

ヤミ
~p 紙

現金残額(悶
計(基金額)

購入額 交付額 残額(刈 (刈+(8)

前年度繰越 円 円 25，704，480円 24，295，520円 50，000，000円

4 (52，000，000) 46，074，240 31，630，240 70，369，760 102，000，000 

5 O 4，981，120 26，649，120 75，350，880 102，000，000 

6 80，000，000 78，346，290 28，302，830 73，697，170 102，000，000 

7 40，000，000 52，663，000 15，639，830 86，360，170 102，000，000 

8 20，000，000 9，136，100 26，503，730 75，496，270 102，000，000 

9 70，000，000 75，861，800 20，641，930 81，358，070 102，000，000 

10 60，000，000 51，691，000 28，950，930 73，049，070 102，000，000 

11 O 12，655，200 16，295，730 85，704，270 102，000，000 

12 110，000，000 105，466，300 20，829，430 81，170，570 102，000，000 

計 432，000，000 436，875，050 20，829，430 81，170，570 102，000，000 

(注)

国民年金印紙の購入及び交付の状況

)書は延納特約額



(4) 

…
生
活
環
境
課

…

りおおむ
ー
、
機
構
及
び
職
員
の
配
置
状
況

当
課
の
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
組
織
及

び
職
員
の
配
置
状
況
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

市政だより

(昭和56年12月31日現在)

区 分 事務史員 技術史員 業務員 計

課 長 1人 0人 0人 1人

衛生係 5 4 2 11 

公害係 2 2 O 4 

交通防犯係 3 O O 3 

計 11 6 2 19 

川

況
川

状

川

置

川

戸

」

H

H

Z

回目

川

の

川

員
州

職

川

び

川

及

1
川

構

;

l
 

日

川

機

1
A
川

月

川

2
、
予
算
執
行
状
況

河
川
予
算
執
行
状
況
を
関
係
書
類
に

戸
川
よ
り
検
査
し
た
結
果
、
そ
の
処
理

j

l

 

一
日
川
は
適
正
で
あ
り
、
計
数
も
誤
り
な

ー

ー

昭
川
く
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

3
、
物
品
管
理
に
つ
い
て

物
品
管
理
状
況
は
概
ね
良
好
と

認
め
ら
れ
た
が
、
備
品
台
帳
に
つ

い
て
は
使
用
責
任
者
の
交
替
等
に

よ
る
記
帳
整
理
に
遺
漏
が
見
受
け

ら
れ
た
こ
と
、
及
び
当
年
度
新
規

購
入
分
に
つ
い
て
未
記
帳
が
あ
っ

た
の
で
確
実
な
整
理
を
さ
れ
る
よ

う
留
意
さ
れ
た
い
。

4
、
保
健
衛
生
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

伝
染
病
予
防
対
策
と
し
て
定
期
の

も
の
を
は
じ
め
定
期
外
の
各
種
予

防
接
種
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
成

人
病
対
策
と
し
て
胃
が
ん
等
の
検

診
が
実
施
き
れ
て
い
る
。
実
施
状

況
は
次
表
の
と
お
リ
で
あ
る
。

(昭和56年 4月-12月)

区分 予防接種名
対象者数

実施者数 実施延日数
昭和55年度

(推定) 実施者数

3 種混合 1，762人 1，146人 16日 1，426人

r疋」

ポ オ 2，356 1，814 8 1，864 

風 し ん 513 497 4 509 

麻 し ん 1，209 955 122 709 
期

ジフテリア 1，129 。 O 1，153 

，疋一広ー・
日本脳炎 13，257 11，957 18 12，287 

期

外 インフルエンザ 15，384 14，440 33 13，954 

各種予防接種実施状況

5
、
環
境
衛
生
に
つ
い
て

環
境
衛
生
対
策
及
び
防
疫
の
た

め
町
内
単
位
で
薬
品
散
布
が
実
施

さ
れ
る
場
合
、
薬
品
の
補
助
申
請

が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

補
助
額
と
町
内
実
費
負
担
額
を
決

定
し
、
納
入
通
知
書
を
発
行
の
上
、

実
費
徴
収
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い

る
が
、
補
助
額
不
明
の
ま
ま
決
裁

(昭和56年 4月-12月)

区 分
対象者数

実地数 実施延日数
昭和問度 l

(推定) 実施者数

E同E カミ ん 12，519人 719人 8日 659人

子宮(乳)がん 6，257 1，313 26 1，273 

循 環 器 7，792 163 4 180 

成人病検診実施状況

河川水路名 採7l<.点 第 l回 第 2回

よ し )11 よ し 橋 3.7 6.4 

大上戸川 山田 ノ滝 3.0 0.98 

内 田 )11 草 場 橋 4.2 3.0 

ま久 島 )11 国 道 下 6.4 13.8 

荒 )11 国 道 筋 3.5 3.9 

メ寸入 村 )11 溝陸郷浜崎 3.1 5.0 

大川田下水路 富ノ原 2丁目 62.8 45.2 

富ノ原下水路 富ノ原 1丁目 11.9 440.0 

桜馬場下水路 メ寸岳、 j章 )11 17.4 9.4 

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
実
費

負
担
額
か
不
明
確
で
あ
る
。
歳
入

調
定
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る

か
ら
今
後
こ
れ
を
明
確
に
さ
れ
た

い
。
薬
品
受
払
簿
に
つ
い

て
は
記

帳
方
法
に
遺
漏
が
見
受
け
ら
れ
た

こ
と
と
物
品
取
扱
員
の
閲
覧
に
も

供
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
薬
品
の
性

質
上
そ
の
取
扱
い
に
は
慎
重
を
要

す
る
の
で
今
後
是
正
さ
れ
た
い
。

6
、
公
害
対
策
関
係
に
つ
い
て

市
民
の
良
好
な
生
活
環
境

の
確

保
と
推
進
を
図
る
た
め
各
種
測
定

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
年

度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で

PPM) 水質調査結果 (80D 

あ
る
。

川
騒
音
、
振
動
等
の
測
定
調
査

状
況

(昭
和
五
十
六
年
四
月

1

十
三
月
)

航

空

機

騒

音

五

ヶ
所

環

境

騒

音

五

ヶ

所

工

場

騒

音

五

ヶ

所

交

通

騒

音

六

ヶ

所

そ
の
他
騒
音

二
ヶ
所

交

通

振

動

六

ヶ

所

∞
水
質
調
査
の
状
況

(昭
和
五

十
六
年
四
月

1
十
二
月
)

調
査
に
当

っ
た
各
河
川
、
水

路
と
も
全
体
的
に
高
い

B
O
D

値
を
示
し
汚
染
が
進
ん
で
い
る
。
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い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
未
だ

加
入
率
が
低
い
の
で
、
今
後
更
に

加
入
者
の
増
加
に
努
め
ら
れ
た
い
。

加
入
保
険
料
の
収
納
事
務
に
つ

い
て
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
認
め
た
。

8
、
補
助
金
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
推
進
を
図
る
た
め

関
係
団
体
に
生
活
環
境
推
進
事
業

補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

補
助
金
の
交
付
は
補
助
金
交
付

申
請
書
に
基
づ
い
て
額
の
決
定
を

市民交通傷害保障制度加入状況

月別 人 員 口 数 加入保険料

4 10，764人 12，334口 5，920，320円

5 472 554 243，760 

6 139 164 65，600 

7 51 74 26，640 

8 18 27 8，640 

9 19 24 6，720 

10 8 16 3，840 

11 8 8 1，600 

12 21 23 3，680 

計 11 ，500 13，224 6，280，800 

し
、
概
算
払
の
方
法
に
よ
り
支
払

い
、
事
業
完
了
後
は
実
績
報
告
書

を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
事
業

内
容
を
審
査
の
上
、
額
の
確
定
を

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
交
付

決
定
額
と
確
定
額
が
同
額
の
場
合

に
は
精
算
は
省
略
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合

に
お
い
て
も
、
当
該
補
助
事
業
の

成
果
が
補
助
金
交
付
決
定
の
内
容

及
び
付
滞
条
件
に
適
合
し
た
か
ど

う
か
を
認
定
す
る
た
め
確
定
通
知

書
を
発
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

補
助
事
業
完
結
の
重
要
な
認
定

行
為
で
あ
る
の
で
今
後
合
規
の
処

理
を
さ
れ
た
い
。
な
お
、
補
助
事

業
の
名
称
に
つ
い
て
も
事
業
内
容

の
実
態
に
即
し
た
も
の
に
す
べ
き

と
思
料
す
る
の
で
検
討
さ
れ
た
い
。

12月人口66，856人、加入率17.2%

支 払 支 払
支払金額保険金額 支払金額 保険金額

人員 口数 人員 口数

5，000円 3人 4口 20，000円 90，000円 0人 O口 0円

10，000 17 20 200，000 120，000 4 6 720，000 

20，000 11 16 320，000 500，000 O O O 

30，000 6 7 210，000 800，000 3 3 2，400，000 

50，000 2 3 150，000 

70，000 2 3 210，000 五十 48 62 4，230，000 

川

ω
公
害
苦
情
受
付
及
び
処
理
状

日

川

兄

F
h
d

川

、

J

日

川

大

気

汚

染

、

水

質

汚

濁

、

騒

i

l
 

6
州
立
目
、
悪
臭
等
の
公
害
苦
情
に
つ

年
川
い
て
は
、
当
年
度
二
十
一
件
を

;

l

 

円
h

山

川

受

付

け

、
そ
の
殆
ん
ど
が
指
導

n
u
H
H
H
 

河
川
に
よ
り
処
理
済
み
と
な
っ
て
い

j

l

 

H

H

る
。

川
フ
、
市
民
交
通
傷
害
保
障
制
度
に

川

つ

い

て

川
本
制
度
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

川
は
市
政
だ
よ
り
へ
の
掲
載
、
チ
ラ

川
、
ン
等
の
配
布
に
よ
リ
努
力
さ
れ
て

(注)

保険金支払状況

(昭和56年 4月-12月)

事南 E力 団 イ本 補助事業名 補助額

大村市公衆浴場組合 公衆浴場対策事業(前期) 1，030，000円

大村・東彼地区保健衛生連絡協議会 保健衛生推進事業 150，000 I 

大村市衛生組織連合会 " 650，000 I 

" 環境美化推進事業 700，000 

大村市交通安全協会 交通安全推進事業 1，700，000 

大村市交通安全母の会 " 305，000 

大 村 市 R町 dE. f品 dzEz λ 防 犯活動推進事業 1，600，000 

大 村 市 食Ij 道 協 iZL Z 

" 250，000 

長崎県更生保護協会大村支部 " 606，000 

言十 6，991，000 

補助金交付状況

、三主
J同

掃

課

ー
、
機
構
及
び
職
員
の
配
置
状
況

当
課
の
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
組
織
及

び
職
員
の
配
置
状
況
は
次
の
と
お

リ
で
あ
る
。

(昭和56年12月31日現在)

区分 事務史員 技術史員 技術員 業務員 言十

課長 l人 0人 0人 0人 1人

第 1係 3 7 3 19 32 

第 2係 1 5 1 1 8 

言十 5 12 4 20 41 

機構及び職員の配置状況2
、
予
算
執
行
状
況

予
算
執
行
状
況
を
関
係
書
類
に

よ
り
検
査
し
た
結
課
、
そ
の
処
理

は
適
正
で
あ
り
、
計
数
も
誤
り
な

く
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。



(6) 

3
、
物
品
管
理
に
つ
い
て

物
品
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
備

品
台
帳
も
正
確
に
記
帳
さ
れ
て
お

り
良
好
と
認
め
ら
れ
た
。

4
、
ご
み
処
理
の
状
況

生
活
様
式
の
高
度
化
が
進
む
に

つ
れ
排
出
さ
れ
る
ご
み
も
年
々
質

量
と
も
多
様
化
し
増
大
し
て
き
て

い
る
。
特
に
組
大
ご
み
に
対
処
す

りおおむ
(昭和56年 4月-12月)

X 
可燃物処理量

終末処分焼却残i査
直 営 分 自己搬入(事業系) 計

台数数量台数数量台数数量 台数 数量

4 608台 783 t 358台 84 t 966台 867 t 105台 216 t 

5 568 707 340 78 908 785 81 169 

6 588 760 361 90 949 850 78 166 

7 627 858 424 100 1，051 958 91 181 

8 616 767 453 100 1，069 867 94 209 

9 582 689 405 85 987 774 76 153 

10 601 687 426 91 1，027 778 78 164 

11 559 673 384 81 943 754 68 134 

12 636 749 528 95 1，164 844 89 188 

計 5，385 6，673 3，679 804 9，064 7，477 760 1，580 

月平均 598 741 408 89 1，007 831 84 176 

昭和55年度 7，083 8，368 4，725 1，116 11 ，808 9，484 935 2，083 

月平均 590 697 394 93 984 790 78 174 I 

市政だより
昭和57年 6月15日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ごみ処理状況

る
た
め
粗
大
ご
み
破
砕
施
設
(
三

十

t

/
五
H
)
の
整
備
が
図
ら
れ
、

現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
処
理
に
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

後
更
に
ご
み
排
出
並
び
に
減
量
化

に
つ
い
て
の
広
報
指
導
を
推
進
さ

れ
た
い
。
当
年
度
の
ご
み
処
理
状

況
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

(昭和56年 4月-12月)

以
不燃物搬入量 終末処分

委託収集一般搬入 計 不燃物残j査磁選物 計

台数数量台数数量台数数量 台数数量台数数量台数数量

4 331台 199 t 101台 28 t 432台 227 t 47台 103 t 15台 42 t 62台 145 t 

5 311 192 122 46 433 238 44 101 15 41 59 142 

6 315 191 131 41 446 232 47 100 19 48 66 148 

7 345 206 135 39 480 245 48 107 18 44 66 151 

8 455 265 191 51 646 316 69 147 21 61 90 208 

9 350 204 155 41 505 245 54 117 24 54 78 17l 

10 293 167 142 38 435 205 47 95 20 44 67 139 

11 248 136 125 32 373 168 38 77 16 35 54 112 

12 365 2∞ 269 63 634 263 62 124 24 58 86 182 
計 3，013 1，760 1，371 379 4，384 2，139 456 971 172 427 628 1，398 

月平均 335 196 152 42 487 238 51 108 19 47 70 155 
年日召手口度55 3，296 2，143 1，542 441 4，838 2，584 512 1，170 179 464 691 1，634 

月平均 275 179 129 37 403 215 43 98 15 39 58 136 

粗大ごみ破砕処理状況

5
、
し
尿
処
理
許
可
業
者
育
成
補

助
金
に
つ
い
て

し
尿
処
理
事
業
の
円
滑
な
る
運

営
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
市
内
許
可
業
者
(
三
社
)
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
こ

の
交
付
に
あ
た
っ
て
は
、
毎
月
収

集
作
業
月
報
と
事
業
運
営
状
況
報

告
書
を
提
出
さ
せ
、
認
定
実
績
量

に
補
助
基
準
単
価
(
十
八

t
当
リ

十
六
円
)
を
乗
じ
た
額
を
交
付
し

て
い
る
。
収
集
作
業
の
実
績
量
の

認
定
は
し
尿
処
理
場
に
搬
入
の
都

度
正
確
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
交
付
額
も
適
正
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
事
業
運
営
状
況
報
告
書
は
統

一
様
式
に
よ
る
も
の
の
各
社
が
行

っ
て
い
る
他
の
事
業
(
浄
化
槽
清

掃
業
務
等
)
の
運
営
状
況
を
も
包

括
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
し
尿

処
理
事
業
自
体
の
運
営
実
態
把
握

が
不
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
適
確
な
記
載
方
法
の
指
導
等

に
は
更
に
努
力
さ
れ
た
い
。
補
助

金
の
交
付
状
況
は
次
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

治~ し尿搬入量 補助基準単価 補助額

4 2，20l.4k.e 18.eにつき 16円 1，956，800円

5 2，201.4 " 1，956，800 1 

6 2，20l.4 " 1，956，800 

7 2，332.8 " 2，073，600 

8 2，201.4 " 1，956，800 

9 2，196.0 " 1，952，000 

10 2，293.2 " 2，038，400 

11 2，pl.4 " 1，876，800 

12 2，673.0 " 2，376，000 

言十 20，412.0 " 18，144，000 
月平均 2，268.0 2，016，000 

昭和5昨度 27，552.6 24，491，200 

月平均 2，296.0 2，040，933 

(昭和56年 4月-12月)補助金の交付状況


